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大学院博士後期課
程担当科目
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通信教育部担当科
目

・スポーツ実技

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教養部健康スポーツ科目主任,人事委員
学生相談室運営委員・相談員
男子バレーボール部顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】 （財）日本バレーボール協会科学研究委員会調査部委員、強化事業本部員

中京大学大学院体育学研究科修士課程修了

体育学修士

スポーツ指導・方法論

最終学歴

　【研究上の特記事項】

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本体育学会、日本スポーツ方法学会、日本運動・スポーツ学会、日本スキー学会、バ
レーボール学会

バレーボールに関する技術・戦術分析等について

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目
・スポーツ実技Ⅰ
・スポーツ実技Ⅱ
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日本バレーボール協
会科学研究委員会調
査部

日本バレーボール協
会科学研究委員会調
査部

日本バレーボール協
会科学研究委員会調
査部

日本バレーボール協
会科学研究委員会調
査部
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又は発表学会等の名
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発行又は
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単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

       

①

アメリカ,ロシア,ブラジル戦をサー
ビス得点率とレセプション得点率の
推移の予測を行った。Pp67～79

①

②

②

③

④

ポーランドとセルビア戦をサービス
得点率とレセプション得点率の推移
の予測を行った。Pp31～47

韓国とセルビア戦をサービス得点率
とレセプション得点率の推移の予測
を行った。Pp49～65

⑤

④

③

（学会発表）

①2010世界選手権大会に向け
ての一考察（１）

③2010世界選手権大会に向け
ての一考察（３）

日本と上位チームの対戦前と対戦後
のデータ分析の比較を行い,課題や
有効性を論じた。Pp81～104

（その他）報告論集

②2010世界選手権大会に向け
ての一考察（２）

⑤

④2010女子世界選手権大会を
終えての一考察

②

⑤

①

③

④


